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(1)

去る6月 30日から5日間,京都国際会議場において,第8回国際液晶会議が開かれた｡会議

は,液晶研究における最近の進歩を反映して,内容豊かなものだったと思う｡とくに,基礎物

性分野での新しい実験事実の発表に,直接接することの少なかった,我々,日本の若手にとっ

ては,なかなか刺激的な学会となった｡これは,-参加者の直接見聞した範囲での,印象記で

あるO

先ず,会議の規模,運営その他にっいて簡単にふれる｡参加者は,中間発表の時点で国外か

ら182人,国内から370人,発表論文数は369,うらオーラルが137,ポスターが232｡すべ

ての発表は11のセッションに分類され,3会場同時進行で行われた｡ポスターセッションは,

オーラルと重ならないように,別の時間に行われた｡11のセッションは,プログラム上では,

大まかに,Physics,Chemistry,Applicationsの3つに大別される｡この学会の性格をある程

度反映すると思われるので,各々の論文数を記すと,Physics152,Chemistry110,Appli-

cationsl07である｡このように,新物質の開発,物性研究,応用という分野が,密接な関わ

りを持って発展していることが,液晶研究の特徴のひとっであり,このことが,学会に,独特

の活気を与えていることも事実である｡そして,そのことを考えれば以下に述べる内容が,会

議全体の一部分しか反映していないということを,はじめに断っておかなくてはいけないと思

う｡さて,本論に入る｡

(2)

筆者が参加したの払 主として2つのセッション`̀mesomorphicstatesandphasetran-

sitions''及び`̀molecularstructureanddynamics''である｡先ず,全般的印象を述べる｡

ここ数年来,液晶の基礎物性の研究,なかでも,構造論や相転移の研究が活況を呈している

のには,次の事情があろうと思う｡

1.R｡｡ntrant中間相亨f)Disc｡ti｡中間相if)など,新中間相の発見,新物質の開発が相次い

でいること｡

2.実験の精密化にともない,分子レベルでより定量的なデータが得られるようになり,棉

造や物性に対する従来の理解の不十分さが明らかになってきたこと｡
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こうしたことは,液晶と総称される諸中間相の定義自身の再検討を要請しており,柔粘性結

晶など,分子配向の無秩序をもった結晶状態を含めて,結晶と等方液体とのあいだに実に多様な

世界が存在することを,改めて,我々に示している｡今回の国際会議の討論でも明らかになったよ

うに,液晶の諸相の構造にっいても,その概念は形成途上にあり,動的な性質については,い

っそう不明な点が多い｡また,液晶の示す多様な相転移は,相転移研究の対象としても重要性

を増していると思う｡

(3)

さて,具体的内容に入る｡我々のセッションで,特に注目されたのは,高分解能Ⅹ線回こ折を

用いた,Smectic相識の構造研究の進歩であったoこの中間相にっいては,従来, ドイγの

Halle大学のグループを中心とした偏光顕微鏡によるtexture観察などをもとに, 10種ほどの

異った構造が知られ,A,B,C,---と名づけられてきたが,これらは,定義上のあいまい

さを多分に含んでいた｡deVries(KentStateUnive.)は,最近のⅩ線回折の結果から,㊨

smectic層内の分子面配向の秩序度 ④Smectic層の垂線とDirector(分子長軸の平均方向)

とのなす角度 ④ 層間相関の有無 (2次元秩序か3次元秩序か)にもとづいて,新しい,より体

系的な分類を提案し,旧来の呼称との対応も示した｡deVriesによれば,従来`̀2次元液体''

とされてきたSmAにも,分子の重心位置に関する限り2次元の長距離秩序があるといい,

ある種の高次Sm相では3次元秩序があるという｡これとは別に,Pershan(Harvard)は,高

次のSmには,少くとも0.3Llmの範囲にわたって3次元秩序があるとの確証を得たと発表した.

これがその通りだとすると,じっさい,これらを ｢液晶｣と呼んでよいかどうかが問題になる｡

deVriesらの解釈では,高次のSm相と,対応する結晶相とのあいだには,対称性の上でこれ

らを区別するものはなく,彼らの話を勝手に敷術すれば,これらは ｢欠陥の多い,特有の層状

構造をもった結晶状態｣ということになりそうだ｡Pershanはもっとはっきりしていて,高次

のSm相は結晶というべきだと言っている｡これらの議論は,しかし,専ら,構造解析による

議論であり,液晶状態の本性を捉えるためには,いっぽうで,分子運動の自由度に関する議論

が必要だと思った｡Ⅹ線による研究では,上記以外にも,Hardouin(Bordeaux,France)が

SmA相内で,単分子層12分子相の相転移(SmAl-SmA2)を発見したと発表し,Leadbetter

(Univ.Exeter)は,SmBにおいて, 3とおりの眉間相関が存在することを示した｡更に彼

は,ある種の物質のSm相では,incommensurateな波長をもつ密度波が存在することを示し

た｡後者の問題については,Frost(DomaiveUniv.France)が,より一般的な形で講演を

行った｡
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分子運動の研究は,相対的に成果に乏しかったが,その中で,Jauik(KrakムW,poland)が,

中性子の非弾性散乱の結果からSmCにおける,alkylchainの運動とbenzeneringの部分の

運動との相関について報告した｡NMRの分野では,Doane(Kent),Samulsky(Weizwann

lnst.,Israel)が,ある種の中間相では,重水素の線形から,alkylchainの運動が円筒対称性

からかなり外れていることを示したOそして,従来の,P20(coso)をオーダーパラメータとす

る記述では不十分であり,運動の非対称性の測定に四重極核を用いることが有効であることを

強調した｡中性子を用いた,Sm相における`̀undurationmode"の測定にっいては,̀ ùnfor-

tunatelyfailed''と発表された｡

Reentrant現象の討論も注目を集めた｡先ず,この現象の発見者たるCladis(BellLabo.)

が,そのごの実験をもとに,分子構造との関係では末端の-CN基が特にこの現象を促すこと,

分子の会合がNematic相を安定化させること,などの経験則を示した｡この現象の解釈として

は,従来,Clark,Prost,Persh肌 らの現象論的アプローチがあったが,今回の会議では,

Prost,Hardouinが,SmAl- SmA2転移とも関連づけて,Reentrant現象を,̀ s̀mecticor･

derparameter"(2次元秩序の度合)と`̀antiferroelectric-typeorderParam eter''(分子会

合にともなう一次元秩序の安定化と関係する)との競合という措像で説明しようという試みを

示した｡

Discotic中間相についての討論には,時間の都合で殆ど参加できなかったのが残念であった｡

それでも,NMR屋として気になっていたLubljana(Yugoslavia)グ/レ-プの発表だけは聴き

に行ったが,NMRの実験は ｢未だ成功的結果を得ず｣で,モデル計算の結果だけが示された｡

新物質の開発者のひとりであるChandrasekhar(Ramanlust.)の講演は満員であったそうで

ある｡Discoticに関連した新物質の開発はひきつづき盛んで`̀Discoticnematic'',̀℃iscotic

cholesteric''などと,ポスターセッションはにぎわっていた｡日本人では,阪大の狙殊氏が,

熱容量と赤外スペクトルの測定結果から,Discotic相における分子運動, とくにchainmo-

tionについて論じていた｡

少し毛色の変わった話題を3つほど紹介する｡北大の桧永氏が,液晶性を示さない2種の物

質 (各々が電子対供与基と受容器を持つ)を混合 し,電荷移動による分子間相互作用で液晶性

を実現してみせた｡Reentrant現象との関連でも,興味深い成功だと思った｡

octaphenyltetracyclosiloxaneという物質の示す中間相は,数年来,大いに奇妙がられてい

たが,Rusticnelli(Univ.Ancona,Italy)によるⅩ線回折の結果と,最近の他のデータから,

plasticcrystalであることがほぼ確かめられ,この状態を示す最大の分子といわれることにな

った｡
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chia-WeiWoo(Univ｡California,SamDiego)は, ｢量子液晶｣の可能性について議論

した｡オルト水素を極低温で適当な物質に表面吸着させ,更に外場をかけるなどして,要する

に,何とかして結晶化を阻み,かつ配向秩序によるエネルギーの利得を上げるということで,

その可能性があるといい,しきりに実験家を扇動していた｡

(4)

さいごに,応用的側面にっいて,非専門の立場からの印象を｡

わが国は,現在,液晶表示器 (LCI))の生産において,世界市場の80%Oを占めているという｡

工業的側面における ｢液晶先進国｣における国際会議という性格は,内容面にも反映していた

と思われるが,我々はその内容に明るくない.ただ,会場内の一室に展示された各社のLCD応

用製品を見る機会はあった｡我々はLCDといえばすぐ,digitalpanelと考えがちだが,様々

なゲストーホス ト型のカラー表示器を使った測定器,アナログメーターなどは実にきれいで,

目を楽しませてくれた｡

もうひとつ,注目を引いたのは,オープニング･トークのひとっで,シャープ杜の佐々木氏

が,テレビジョン･スクリーンの試作例 (日立の作品 )を紹介したことであった｡会場内の大

スクリーンに,無数の液晶マトリックスで作られた,歌手の石川さゆりさんの美しい笑顔が写

し出され,参加者にほほえみかけた｡オープニング･トークの退屈さに,少し,だだをこねた

くなっていた筆者も,この時だけは,実に愉快な気持ちになったものだった｡

総 じて,たいへん楽しい,充実した京都での5日間であった｡次回は1982年, Polandの

Kracowで開かれる｡ここは,Copernics生誕の地だそうである. ｢ゆるぎない事実をもとに,

大胆に!!｣筆者も,その日までに,少しでもよりすぐれた研究者となって,また参加したいと

思っている｡

註)

編集委員のお勧めにより,専門外の方のために,最少限の註釈を致します｡

`̀mesophase''

液晶状態は,物質の曲型的な三相に対して,熱力学的にこれらとは別の相であるが,結晶格

子が少くとも部分的に崩壊し,部分的に融解した状態という捉え方から,結晶と等方液体の中

間という面を強調して ｢中間相｣(mesophase), ｢中間状態｣(mesomorphicstate)など

とも呼ばれている｡
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`̀Nematic液晶相''

液晶状態の中で最も液体に近く, ｢一次元の配向秩序を持った液体｣といえる｡

`̀Smectic液晶相''

この相は特有の層状構造をもち,層内の秩序の度合いや,層の垂線と分子長軸の平均方向と

のなす角などにより,これまでに10種ほどが知られている｡これらはSmA,SmB,SmC,

-･･･と名付けられている｡同一物質でもSm相の多形を示す例が多い｡

`̀Reentrantmesophase''

従来の通念では,Nematic相(N)にくらべてSmedic相は,より高次の秩序が発達している

から同一物質では必ずより低温側に出現するとされていた｡ところが1975年にP.Cladisは,

ある二成分系において,定圧下で温度を下げると,液体-N-SmA-N-結晶, という相関

係がおこることを発見した｡ここに出現した低温側のN相を,ReentrantNematic相とよんで

いる｡そのご,この現象は,純物質でもおこることが見出された｡

`̀Discoticmesophase''

ある種の円盤状分子の示す,独特の中間相で,従来の液晶や柔粘性結晶(plasticcrystal)

の定義に合わないことから,Disklikemesophaseとか,Discoticmesophaseとか呼ばれて

いる｡純物質としては,1977年にS.Chandrasekharらが発見した｡

なお,Reentrantmesophase,Discoticmesophaseについて,より詳しくは,狙殊道夫氏

の解説 (｢化学｣1980年7月号)を参照されることをお勧めします｡
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